
　厚生連高岡病院（正式名称:富山県厚生農業協同組
合連合会 高岡病院）は、農協でつくる富山県厚生農業
協同組合連合会の基幹病院である。病床数533床、常
勤医師数121名、看護師数549名の富山県西部地区最
大の総合病院であり、地区における広域的基幹病院とし
て急性期医療を中心とした救急医療、診療機能の充実
を行い、地域の病院や診療所との連携に努めている。
　また、地区で唯一、第三次救急に対応する救命救急セ
ンターを有しており、重症患者（心肺停止、ショック、重
症外傷、脳血管障害、急性中毒など）の診療を、必要に応
じて各診療科と連携をとりながら24時間365日体制で
行っている。
　2016年ESCO事業のプロポーザルを公募し、ガス
コージェネレーション（以下、コージェネ）等の設備を導
入した。同県西部では初のコージェネ導入となる。

コージェネ導入のポイント
BCP対応を考慮した熱源システム構築と 
リスク分散
省エネルギー対策効果
ESCO事業と補助金の活用
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BCP対策を考慮した
エネルギーの分散化で
災害に備え

富山県厚生農業協同組合連合会
高岡病院

■ 施設概要
所 在 地 富山県高岡市永楽町5-10

建物規模 地下1階、地上7階、塔屋2階

構 造 鉄筋コンクリート造（一部、鉄骨鉄筋コンクリート造）

面 積 建築面積：15,310㎡／延床面積：63,577㎡

竣工年月 1988年3月中央診療棟竣工
（コージェネは2017年に稼働）

病 床 数 533床

診察科目 29科（内科、総合診療科、救急科等）
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岡
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０
０
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Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
事
業

を
開
始
し
た
。
そ
の
後
、
当
時
導
入
し
た
熱

源
設
備
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Ｃ
Ｐ
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と
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に
強
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ン
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の
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築
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２
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。
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。
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３
台
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６
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20
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か
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す
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も
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活
用
し
て
お
り
、
発

電
と
同
時
に
出
る
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・
５
℃
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内
の
給
湯
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に
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お
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、

重
油
温
水
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。
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コージェネ導入事例

■ ガスエンジン・コージェネレーション仕様概略
メ ー カ ー ヤンマーエネルギーシステム

モ デ ル 名 CP35D1－TN

燃 料 種 別 都市ガス（13A）

定 格 出 力 35kW

台 数 3台

温水取出温度 61.5℃

効 率 総合：88％／発電：33.5％／廃熱回収：54.5％

廃熱利用用途 給湯
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／
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％
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０
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０
０
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／
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。
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０
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０
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０
０
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０
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０
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Ｓ

Ｃ
Ｏ
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れ
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Ｃ
Ｏ
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。

　

さ
ら
に
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用
面
で
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備
、
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ス
テ
ム
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入
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ガスエンジン・コージェネ（35kW×3台）

取
り
組
み
が
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ら
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済
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業
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／
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Ｓ
Ｃ
Ｏ
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33
日
実
施
し
、
省
エ
ネ
を
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進
し
た
。
今
後

も
両
者
が
連
携
し
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さ
ら
な
る
省
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ネ
に
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と
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も
に
、
病
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内
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進
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を
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、
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ネ
活
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る
。

■ 省エネルギー効果
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(※）7～9月（夏期）、12～3月（冬期）の8:00～22:00

院内全体の年間エネルギー使用量 電力需要平準化時間帯※年間電力量

（kL/年） （千kWh/年）

2015年度 2017年度 2015年度 2017年度

（941kL/年） （700千kWh/年）
29％削減 19％削減

■ エネルギーフロー図
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は2016年ESCO事業にて新設

都市ガス

※炉筒煙管ボイラーを撤去し、貫流ボイラーを1台増設（改修前は2台）

太陽光発電

蓄電池

非常用発電機

廃熱

水冷
スクリューチラー

空冷HP
チラー

ガス焚き吸収式
冷温水機

重油焚き吸収式
冷温水機

給湯ボイラー
（3台）

貫流ボイラー
（3台）※

ガスエンジン・
コージェネ
（35kW×3台）
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コ
ー
ジ
ェ
ネ
に
加
え
て
、
太
陽
光
、
蓄
電

池
等
も
新
た
に
設
置
し
て
Ｂ
Ｃ
Ｐ
対
応
を
充

実
さ
せ
た
ほ
か
、
Ｂ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
を
導
入
し
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
見
え
る
化
に
も
取
り
組
み
、
確
実

な
省
エ
ネ
の
実
現
を
図
っ
た
。
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明

な
ど
の
効
果
も
含
め
、
院
内
全
体
の
年
間
エ

ネ
ル
ギ
ー
使
用
量
（
原
油
換
算
）
は
導
入
前

２
０
１
５
年
度
３
２
１
６
（
kL
／
年
）
に
対

し
、２
０
１
７
年
度
は
２
２
７
５
（
kL
／
年
）
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